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表2　ユニツト数別装着数
ユニット数 4ユニット 5ユニット 6ユニツト 計
装着数 10 18 5 33
表3：種類別装着数











架　工　歯　数 1個 2個 3個 計
装　着個　数 7 25 1 33
架工歯総数 7 50 3 60
表4B：支台歯数別装着数
支　台　歯 数 2歯 3歯 4歯 計
装　　着 数 6 23 4 33


































満　　足 1 2　　12　　1　　3　　2　　1　　1　　0　　　1　　1 25












































































正 常 0 2　　6　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　0 9
異 常 1 1　　9　　1　　3　　2　　4　　2　　0　　0　　1 24
33
　　　　　　表8：異常所見と装置数
A　ブリッジ
1。金属部破折・破損
　　前装材のひび・剥離
2．着色・変色
3．支台歯との適合不良
4．一部脱落
5。その他
B　支台歯および付近歯肉部の状態
1．歯肉退縮・歯根露出
2．歯肉部の炎症
3．二次麟蝕
　　（撤去したものについてのみ）
4．その他
　　（擦過痛，破折の粘膜面痔痛）
C　口腔内全般
　　　　表9：リコールしたブリッジの経過
1．正常な装置数
2．撤去し再製作または修理した装置数
3．撤去後局部床義歯に移行した装置数
4．異常が認められるも、そのまま放置された数
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図1：鍾着部破折
図3　信の咬合面部穿孔
図5：半固定性ブリッジ脱落
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　　　　　　症例4
　　　　　　　年齢…38歳
　　　　　　　性別…女
　　　　　　　装着年数…1年11ヵ月
f
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図2　「百の破折部分
図4　レジン前装部の剥離，色調不良，変色
図6：支台歯の2次鶴蝕
118 三沢他：4ユニット以上にわたるブリッジの経過観察
　　装着部位…’⑦as
　　主な異常所見…脱落，2次うしょく
　1部固定性架工義歯で，“司に施した支台装置が
合着セメントの溶出により脱離し，患者は装置の
異常動揺による異和感を訴えていた．撤去後に二
次うしょくが広範に認められた（図5，図6）．－7司
部の可動性連結部が，機能的にやや動きの認めら
れたことから考えると，この部が延長架工義歯に
みられるような積杵作用が働いたことηも可の
脱離の一因として考えられる．
　症例5
　　年齢…58歳
　　性別…男
　　装着年数…4年10ヵ月
　　装着部位…pm
　　主な異常所見…歯肉退縮，歯根露出
　歯頸部の歯肉退縮に伴う歯根の著しい露出を示
した症例である（図7）．これは支台装置が陶材溶
着鋳造冠であり，歯頸部の審美的配慮から冠辺縁
を必要以上に歯肉縁下に設定しようとして，辺縁
ぎ：．
図7：歯肉退縮，歯根露出
部を損傷したことも考えられるが，リコール時に
歯肉溝の深さが支台歯全周lc　4　mm程みられ，他
歯も全顎的に口腔内の清掃状態も不良で，歯周炎
に罹患しており，これが主たる原因と思われる．
また特に．追に強い退縮がみられるが両者では」
がより顕著であったのは患者が左ききで，ブラッ
シングの影響5）によるものと思われる．
　症例6
　　年齢…59歳
　　性別…女
　　装着年数…6年6ヵ月
　　装着部位…ew
　　主な異常所見…歯肉部の炎症
　歯肉部に発赤，腫脹等の炎症所見が，またX線
写真でも骨吸収像が認められ，患者は審美障害を
訴えていた（図8，図9）．この原因は，補綴部以
外は，この部ほどの炎症を生じていないことから
すると，ブリッジの形態不良が一因2s）しているも
のと考えられる．
結 論
　昭和49年，同52年，同55年，同58年の各年度の
初診患者で，松本歯科大学病院補綴科で4ユ＝ッ
ト以上のブリッジを装着し，リコールに応じた患
者25人，ブリッジ33装置について調査を行なった
結果，以下の成績を得た．
　1．患者自身が満足していたブリッジの数は25
装置で，8装置が何らかの不満を訴えた．
　2．著者らの所見では，正常なものは9装置で，
残り24装置は何らかの異常を認めた．
　3．異常のあったもののうち5例は撤去後再製
修理もしくは局部床義歯への変更をした．
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図8：歯肉部の炎症 図9：X線像（骨吸収）
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　4．これらのことから定期的にリコールの重要
性を改めて知るとともに，大きなブリッジになる
ほどロ腔内に与える影響は大きく，リコールによ
り，早期に異常の発見をすることが大切であるこ
とを再確認した．
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